
背景・目的

日本病院薬剤師会（以下，日病薬）では，病院薬剤師
の活躍を社会・国民に向けて広くアピールし，次期診療
報酬改定のための重要な基礎資料とすること等を目的に，
毎年「病院薬剤部門の現状調査」（以下，現状調査）を
実施している。また，令和元年度には，診療報酬改定で
議論されるであろう内容に特化した「診療報酬改定特別
調査」（以下，特別調査）を実施している。現状調査の
結果は，診療報酬改定の際の中央社会保険医療協議会（中
医協）での検討の基礎資料として活用されているととも
に，例えば，中小病院の薬剤師の役割の検討，経時的変
化を評価する際の資料として，日病薬内部および各県病
院薬剤師会（病薬）で活用されてきた。しかしながら，
全国規模で経年的に実施されている日病薬現状調査の
データは，より広範囲に利活用され得る有用なデータで
あると考えられる。本委員会の目的は，次に示す活動計
画を通して，日病薬現状調査・特別調査データの更なる
利活用を推進することである。また，本委員会活動によっ
て得られる①直接的な成果としては，a．総務部・医療
政策部と連携した恒常的な集計・解析体制の充実，b．
病院薬剤師の役割に関するエビデンスの充実，c．国民
に対する病院薬剤師の役割の周知・発信の機会の増加を，
②間接的に期待される社会的成果としては，a．日病薬
の活動への会員の参画の推進，b．病院薬剤師の役割に
対する評価の向上，c．病院薬剤師の業務環境の改善，d．
病院薬剤師の人材確保を想定している。

活動計画

⑴　各種病院薬剤師業務の実施状況に関する解析（令和
２～４年度）
a．�病院薬剤師業務の変化と診療報酬改定・各種通知
発出等との関連の評価

b．�病院薬剤師業務の実施状況（有無・程度）に与え
る要因の抽出

⑵　日病薬会員を対象とした調査（令和３年度）
⑶　恒常的な集計・解析体制の充実に向けた検討（令和
２～４年度）
a．解析用統合データベースの整備
b．�解析体制の充実
なお，日病薬現状調査・特別調査データを用いた解析
の実施・公表および解析テーマの募集のための調査実施
にあたっては，日病薬と調整のうえ，委員会代表者所属
機関である東北大学における倫理審査委員会の承認に基
づいて実施する。また，本調査の結果を発表する際は，
回答施設を特定できないようにする。

令和２年度の活動状況

令和２年度には，オブザーバーを含む委員会を２回，
全委員での委員会を１回，一部委員での委員会を５回（感
染領域・副作用領域・がん領域・経済領域・その他）開
催した。
１．「各種病院薬剤師業務の実施状況に関する解析」
解析対象施設の基準として，病床数20床以上，常勤
換算薬剤師数１人以上（小数点以下は切り捨て）を必須
条件とし，2015～2020年度の現状調査データの解析対
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象施設を確定させた（図１）。また，各施設の情報連携，
副作用報告，感染関連加算算定状況の経年変化の評価と，
直近データを用いた要因解析の実施可能性を見出した。
２．「恒常的な集計・解析体制の充実に向けた検討」
2015～2019年度の現状調査の設問の対応表を作成し

た（表）。2015～2019年度の現状調査の精査の結果，
すべての年度で提示されている選択肢は398個であり，
全選択肢の８％であった（図２）。また，恒常的な集計・
解析を実施する際のデータ管理手順書のプロトタイプと
して，委員向けデータ管理手順書を作成し，運用を開始
した（図３）。なお，各種加算の算定状況の経時的な評
価を試みるなかで，現状調査の設問のうち，設問によっ
ては年度間で統一を図る必要性を見出した。

令和３年度の活動予定

「各種病院薬剤師業務の実施状況に関する解析」に関
しては，解析および解析結果の公表のための手続きを進
める。「恒常的な集計・解析体制の充実に向けた検討」
に関しては，「日病薬会員を対象とした調査」を実施し，
日病薬現状調査・特別調査データを用いた解析テーマを
募集する予定である。

2015年度＊
現況調査データ
n＝4,081

常勤換算
薬剤師数＜１
n＝210

常勤換算
薬剤師数＜１
n＝137

常勤換算
薬剤師数＜１
n＝50

常勤換算
薬剤師数＜１
n＝631

常勤換算
薬剤師数＜１
n＝162

常勤換算
薬剤師数＜１
n＝150

2016年度＊
現況調査データ
n＝3,798

2017年度＊
現況調査データ
n＝3,902

2018年度
現況調査データ
n＝3,448

2019年度
現況調査データ
n＝3,521

2020年度
現況調査データ
n＝3,612

2015年度
解析対象
n＝3,871

病床数＜20
n＝66

病床数＜20
n＝2

病床数＜20
n＝48

2016年度
解析対象
n＝3,661

2017年度
解析対象
n＝3,852

n＝2,817 n＝3,359 n＝3,462

2018年度
解析対象
n＝2,751

2019年度
解析対象
n＝3,357

2020年度
解析対象
n＝3,414

条件：常勤換算薬剤師数1人以上（小数点以下は切り捨て），病床数20床以上
＊：病床数＜20の回答なし
集計：土屋，畠山，菊池

図１　2015～2020年度の現状調査データの解析対象施設

表　2015～2019年度の現状調査の設問の対応表の抜粋例

副作用報告・インシデントについて

年度 Q．貴施設で発生したアレルギー
情報についても，一元管理して

Q．貴施設で副作用等は発生（前年度１年間）しましたか。
また，発生した場合は件数を記入してください。

2019 － － － － －

2018 － － 発生した 発生していない 件数（平成29年度１年間）

2017 － － 発生した 発生していない 件数（平成28年度１年間）

2016 いる いない した していない 直近１年間に　件

2015 いる いない した していない 直近１年間に　件

提示している年度の数 2 2 4 4 4

すべての年度，
398，８％

１年度のみ，
1,483，30％

２年度，
1,826，37％

３年度，
751，15％

４年度，
518，10％

図２　同様の選択肢を提示している年度の数
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